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令和４年 常陸大宮市成人式令和４年 常陸大宮市成人式

　1月9日、市文化センターで成人式が開催さ
れました。
　新型コロナウイルス感染症対策が徹底された
中、平成13年4月2日から平成14年4月1日ま
での間に生まれた、市内在住者や出身者が対象
で、311人が出席しました。
　成人された皆さんが本市を誇りに思い、故郷
にいても遠くにいても常陸大宮市を大事に想う
気持ちを忘れず、夢や希望を持って社会で力強
く歩み続けてくれることを期待しています。
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式典を支えた実行委員
各中学校から選出された40名が成人式の企画・運営を行いました

▲国歌斉唱伴奏
　手塚　麻衣さん

▲司会の河野　将真さん（右）
　　　　福島　実玖さん（左）

▲開式のことば
　粒良　侑磨さん

▲閉式のことば
　宇留野　瞬さん

▲はたちの主張
　久下沼　玲美さん

▲はたちの主張
　長岡　栄吉さん

▲成人者代表者あいさつ
　山野邉　義和さん

▲�記念品授受
　船山　憂麻さん

新型コロナウイルス感染症対策を徹底
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平成3年に山方町議会議員に

当選以来、平成15年まで長

きにわたり在職、その間、教育民生常任委員会

委員長、総務常任委員会副委員長等を歴任され、

また議会代表として農業委員会委員、山方町監

査委員、大宮地方環境整備組合議会議員等を務

められるなど、郷土愛護の精神を堅持し、地方

自治の確立と振興発展に貢献されました。

昭和42年から昭和50年まで
神奈川県警で活躍、同年に
茨城県巡査に任命され、平成21年に茨城県警
部として退職されるまで長きにわたり警察職務
に精励され、公共の安全と秩序の維持に尽力さ
れました。この間、主に刑事部門に勤務され、
数多くの被疑者を検挙して事件解決に大きく貢
献され、また後年は部下に対する指導教養に尽
力されました。

昭和28年に菅谷郵便局事務
員として奉職、大宮小野郵
便局長を経て、平成4年には大宮栄町郵便局開
局に伴い同局郵便局長に就任され、平成9年に
退職されるまでの長きにわたり、郵政事業が社
会生活に果たす役割の重要性を深く認識され、
地域住民に愛され親しまれる郵便局づくりを目
指し、円滑な業務運営と郵政事業の発展に尽力
されました。

昭和34年に緒川村に奉職以

来、昭和60年まで緒川村職

員として26年間、さらに昭和61年から平成9年

まで緒川村収入役として3期12年、地方自治の

発展に尽力されました。特に収入役として、公

金管理や出納業務の事務改善に努められ、また

村財政の効率運用にその才幹を発揮され、緒川

村政の伸展に大きく貢献されました。

昭和45年に陸上自衛隊に入
隊、平成17年に准陸尉とし
て退職されるまで、長きにわたり自衛隊の充実
発展に尽力されました。偵察隊として数多くの
各種災害派遣等に参加された後、自衛隊茨城地
方連絡部施設教導隊本部管理中隊では教育隊庶
務陸曹として、教育環境の整備、機材等の維持・
向上等に努められ、円滑な隊務運営に多大な貢
献をされました。

昭和28年に水戸地方法務局
大宮出張所に奉職、東京法
務局中野出張所等を経て平成3年に退職される
まで、長きにわたり法務行政に多大な貢献をさ
れました。特に平成2年からは水戸地方法務局
戸籍課長として、戸籍事務の電子化に向けて人
名用漢字の管内市町村における運用の統一化を
図り、国民の法務行政に対する信頼の確保に尽
力されました。

◇旭日単光章

◇瑞宝双光章

◇瑞宝双光章

◇瑞宝双光章

◇瑞宝単光章

◇瑞宝双光章
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　（地方自治功労）

　（警察功労）

　（郵政事業功労）

　（地方自治功労）

　（防衛功労）

　（法務行政事務功労）

元山方町議会議員

元茨城県警部

元特定郵便局長

元緒川村収入役

元准陸尉

元法務事務官
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昭和43年に茨城県巡査に任
命され、平成22年に茨城県
警部として退職されるまで長きにわたり警察職
務に精励され、この間、社会の進展に伴って業
務が複雑多様化する中にあって、その職責を自
覚し、献身的な努力を重ねて数多くの重要事件
を解決するなど、住民が安全で安心して暮らす
ことができる地域社会の実現に大きく貢献され
ました。

平成7年に大宮町議会議員に
当選、合併後は常陸大宮市
議会議員として平成26年までの長きにわたり
在職され、その間、大宮町議会では経済常任委
員会委員長、文教厚生常任委員会及び総務常任
委員会副委員長、常陸大宮市議会では議会運営
委員会委員長等の要職を歴任され、地方自治の
発展及び住民福祉の向上など多方面にわたって
貢献されました。

昭和46年に山方町消防団に
入団、合併後は常陸大宮市
消防団山方支団分団長、副支団長等を経て、令
和2年に市消防団本部員（分団長格）として退
団されるまで長きにわたり、住民の生命、財産
を守るため日夜献身的に消防活動に精励されま
した。団員の資質、規律の向上及び士気の高揚、
機械器具等の整備、防火用貯水槽の増設など消
防体制の充実に貢献されました。

平成13年に美和村議会議員

に当選、合併後は常陸大宮

市議会議員として平成30年までの長きにわた

り在職され、地方自治の発展に貢献されました。

特に合併後は議会議長、議会運営委員会委員長、

総務常任委員会副委員長などの要職を歴任、市

議会の円滑な運営に尽力するとともに地域間の

調整や市行政の推進に大きく貢献されました。

昭和50年に橘小学校（現小
美玉市）教諭として奉職以
来、平成24年に水戸市立五軒小学校長で退職
されるまで長きにわたり、社会科の学習におい
て郷土愛を育む教育に励まれ、またその間には、
教育行政にも8年間携わり、教職員の育成及び
服務体制の確立に貢献、県学校長会会長等の重
職も歴任され、茨城県の教育振興に尽力されま
した。

　新年恒例の新年賀詞交歓会を市文化センターで
開催しました。新型コロナウイルス感染症対策と
して規模を縮小し、各界代表の約200人に出席い
ただきました。開会に先立ちアトラクションとし
て全日本抜刀道協会による演武が披露されまし
た。賀詞交歓会では市長あいさつに続き、来賓祝
辞、続いて叙勲受章者に記念品、寄附者に感謝状
の贈呈を行いました。
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 さん

　（警察功労）

　（地方自治功労）

　（消防功労）

　（地方自治功労）

　（教育功労）

元茨城県警部

元常陸大宮市議会議員

元常陸大宮市消防団分団長

元常陸大宮市議会議員

元公立小学校長

1/14　新年賀詞交歓会を開催
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　地域センター制度の導入、子育て支援の充実その他行政課題に応じた組織体制を構築するため、市役所の組織を

改編します。

◎地域センター制度の導入について
　地域住民の交流拠点を形成するとともに、地域における行政サービスの総合窓口として市民の利便に供するため、

各支所庁舎と地域公民館を複合化し、地域センターとして位置付けます。

　また、地域センター制度の導入に併せて、庁舎の老朽化が著しい緒川支所については、3月
3 3

2
3

8日から現在の緒川
3 3 3 3 3 3 3 3 3

総合センターに移転し
3 3 3 3 3 3 3 3 3 3

、当施設を緒川地域センターとします。

◎こどもセンターの設置について
　子育て支援が必要な家庭や発達の気になる子供に対する支援を総合的かつ専門的に行うため、総合保健福祉センター

内に「こどもセンター」を設置します。

４月１日から市役所の組織機構が変わります

［こどもセンターの事業内容］

・療育支援のための拠点　＊新設

　※発達の気になる子供や保護者に対して支援を行います。

・子ども家庭総合支援拠点（家庭児童相談室）　＊本庁から移転

　※子育て支援が必要な家庭に対し、関係機関と連携し家庭に合った支援を行います。

・子育て世代包括支援センター　＊既設

・子育て広場　＊既設

＋

＋

＋

＋

＝

＝

＝

＝

※緒川総合センターに移転　→
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◎建設部土木建設課の組織改編について
　道路行政の機能強化を図るため、用地取得等に係る部署と道路管理に係る部署を分割するなど、建設部土木建設
課内の組織を改編します。

◎教育委員会事務局の組織改編について
　�　地域センター制度及び中央公民館制度の導入に伴い、生涯学習課各分室を廃止するほか、文化スポーツ課の組
織体制を見直すなど、教育委員会事務局の組織を改編します。

◎オリパラ推進室の廃止について
　2020東京オリンピック・パラリンピック競技大会が終了したことに伴い、政策審議室企画政策課「オリパラ推進室」
を廃止します。
※�　組織機構の見直しに伴い、一部の事務については担当窓口等が変更となりますがご理解いただけますようよろし
くお願いいたします。

教育総務グループ、学校教育グループ、指導室
学校給食センター、山方学校給食センター
大宮幼稚園、おがわ幼稚園（閉園）

生涯学習グループ
各分室／各公民館（廃止）　※各地域センターにおいて事務を所管します。
中央公民館　※中央公民館制度を導入し、各地域公民館の事業を統括します。
図書情報館

文化振興グループ
スポーツ振興グループ
※文化及びスポーツ行政の充実を図るため、文化・スポーツグループを 2グループに分割します。
歴史民俗資料館
歴史民俗資料館山方館・小祝分館（閉館）
文書館

［学校教育課］

［生涯学習課］

［文化スポーツ課］

［土木建設課］
　土木グループ
　用地・管理グループ

　すぐ対応グループ

土木グループ
用地グループ
※用地買収、市道境界確認、国土調査に関する
事務等を所管

管理グループ
※市道等維持修繕、道路占用、道路認定に関す
る事務等を所管
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▲小瀬高校での出前教室の様子

▲行政相談員の皆さん

12/15 12/28大賀小学校紙漉き体験 交通死亡事故ゼロ
1,000日達成表彰

　大賀小学校6年生が、本市の特産品であり、県指

定無形文化財に指定されている「西の内紙」で、自

分たちの卒業証書を作ろうと、山方地区の「五介和

紙」で紙漉き体験をしました。

　伝統ある和紙づくりの作業を体験し、思い出の�

1枚を自分の手で作りました。

　西の内紙の卒業証書は、「紙のさと」（舟生地区）

でも作られ、例年、市内小中学校の卒業証書として

授与されています。

　令和3年10月1日をもって、交通死亡事故連続ゼロ

1000日を達成したため、茨城県交通対策協議会長か

ら市が特別表彰を受けました。常陸大宮市では初の

受賞となります。

　日頃から交通ルールを守っている市民の皆さんや、

積極的に交通安全の啓発活動を行っている方々のご

尽力の賜物です。

　更なるゼロを目指して、今後も交通安全に対する

意識を高めていきましょう。

▲大賀小学校6年生の皆さん ▲鈴木市長に表彰状が手渡されました

　市内県立高校の3年生全員を対象に、行政相談委員による出前教室が開催されました。

　行政相談委員は、総務大臣から委嘱され、市民から国・県・市の行政全般に関する相談や要望などを受け、役

所とは異なる立場から問題解決に向けて助言や関係機関に

対して改善の申し入れなどを行う方々です。

　12月16日、小瀬高校では毎年出前教室を行っており、

今年は自分たちが困っていることや要望などを班ごとに

取りまとめ、発表しました。具体的な場所を挙げて、街

灯が少ない、歩道の草が気になる、道路が凸凹している

など通学路に対する課題が出されました。

　1月19日、常陸大宮高校では初めての開催でしたが、

新型コロナウイルス感染症の感染拡大を受け、リモート

での実施となりました。行政相談委員の皆さんにとって

は初めての試みであり、生徒にきちんと伝わるか不安で

したが、行政相談のしくみや活動内容について説明を行

いました。生徒からは「行政相談をはじめて知った」「困っ

たときに相談したい」「電車やバスの本数を増やして欲し

い」「道路に木や草があって通りづらい」などの感想や要

望がありました。

12/16
1/19 行政相談出前教室を開催
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1/18 1/21道の駅 常陸大宮～かわプラザ～
生放送されました！

上野小学校 詩と福祉の
特別授業

　朝の番組「THE　TIME,」（TBSテレビ）のお天

気コーナーが、道の駅常陸大宮～かわプラザ～から

生放送されました。

　農園ハウスでの収穫体験やひとり農業で有名な渡

辺さんと一緒に、鮎の塩焼きコーナーでの試食など

放送されました。

　詩を通して豊かな表現力を養おうと、盲目の詩人�

小泉周二さんを講師に迎え、特別授業が開かれまし

た。

　授業では、詩の作り方のコツを学びながら、シン

ガーソングライターでもある小泉さんの歌を聞いた

り、白杖を突いて1人で外出するなど、目が見えな

い小泉さんの普段の生活についても話を聞き、福祉

についても考える時間が設けられました。

▲焼きたての鮎の塩焼きを試食！ ▲小泉さんの歌に耳を傾ける5年生の皆さん

▲（右）水戸ヤクルト販売株式会社
　　　�内藤�学代表取締役社長とヤクルトレディの
　　　�皆さん

▲（左）馬渡�剛会長

　市では総合計画基本構想（改訂案）及び基本計画

（案）に対して、令和3年5月18日に総合計画審議会

へ諮問を行いました。

　総合計画審議会の委員の皆さんに、これまで4回

にわたる会議におきまして慎重に審議を重ねていた

だいた結果、本市のまちづくりの指針として妥当な

ものであると認められ、令和4年1月24日に総合計

画審議会馬渡剛会長から鈴木市長へ答申がなされま

した。

≪公立保育所等へ≫

消毒液・非接触体温計・自動手指消毒器

血中酸素濃度計　ほか　

善意 をありがとう1/24 総合計画審議会からの答申を
受けました
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部門 1位 2位 3位

小学校
低学年

男子 常陸大宮リトルＣ 常陸大宮ミニバスＣ 常陸大宮リトルＤ

女子 常陸大宮フェアリーズＢ 常陸大宮陸上Ｈ 小瀬ＪＳＣバレーＢ

小学校
高学年

男子 大宮サッカーＡ 常陸大宮陸上Ａ 常陸大宮リトルリーグＡ

女子 常陸大宮陸上Ｃ 常陸大宮陸上Ｄ 常陸大宮フェアリーズＡ

中学校
男子 大宮中男子駅伝部 大宮二中選抜男子 明峰野球部Ａ

女子 大宮二中選抜女子 大宮中女子駅伝部 明峰中バレー部Ａ

一般 常陸大宮消防Ｂ 常陸大宮消防Ａ 世喜体協

【大会結果（各部門　1位～3位）】

●● 第1７回　常陸大宮駅伝大会 ●●
　1月16日、第17回常陸大宮駅伝大会が開催されました。選手たちはたくさんの声援を受け、健脚を競い合いました。

▲常陸大宮リトルＣ
　小学生低学年（男子）

▲常陸大宮フェアリーズＢ
　小学生低学年（女子）

▲常陸大宮陸上Ｃ　小学生高学年（女子）

▲大宮二中選抜女子　中学生（女子）

▲大宮中男子駅伝部　中学生（男子）

▲常陸大宮消防B（一般）

▲大宮サッカーＡ
　小学生高学年（男子）
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区間等 
部門 男子 女子

1区
（1km）

倉持　　葵
（常陸大宮リトルリーグC）

冨山　結愛
（常陸大宮陸上H）

タイム 3分38秒 4分0秒
2区

（0.8km）
國安　一龍

（常陸大宮リトルリーグC）
樋田　さやか

（常陸大宮フェアリーズB）
タイム 3分4秒 3分18秒
3区

（0.8km）
益子　凛聖

（常陸大宮リトルリーグC）
石川　結菜

（常陸大宮フェアリーズB）
タイム 3分11秒 3分10秒
4区

（0.8km）
飯田　晴空

（常陸大宮リトルリーグC）
相田　風香

（常陸大宮陸上H）
タイム 3分14秒 3分40秒
5区

（0.8km）
栁下　悠生

（常陸大宮リトルリーグC）
石川　陽菜

（常陸大宮フェアリーズB）
タイム 3分0秒 3分14秒

【中学生男子・女子・一般の部区間賞】 （全長20.2㎞）

【小学生の部 低学年 区間賞】 （全長4.2㎞）

区間等 
部門 男子 女子 一般

1区
（4.1km）

小室　寛太
（大宮中男子駅伝部）

小泉　果歩
（大宮中女子駅伝部）

沼田　淳一
（世喜体協）

タイム 14分51秒 16分32秒 13 分51秒
2区

（1.8km）
沢畑　壱心

（大宮中男子駅伝部）
藤田　乃亜

（大宮二中選抜女子）
栗田　　駿
（世喜体協）

タイム 6分29秒 8分13秒 6分30秒
3区

（3.2km）
　小西　優成斗

（大宮中男子駅伝部）
只野　舞衣

（大宮二中選抜女子）
広木　克紀
（世喜体協）

タイム 11分5秒 13分17秒 11分21秒
4区

（3.4km）
小室　恵太

（大宮中男子駅伝部）
冨山　怜愛

（大宮二中選抜女子）
平根　圭将

（常陸大宮消防Ａ）
タイム 11分36秒 13分54秒 11分45秒
5区

（3.2km）
橋本　優馬

（大宮中男子駅伝部）
梶山　寿咲

（大宮二中選抜女子）
小関　健幸（常陸大宮消防Ｂ）
関根　遼河（世喜体協）

タイム 11分44秒 14分54秒 11分38秒
6区

（1.7km）
茅根　優樹

（大宮中男子駅伝部）
矢吹　桃香

（大宮二中選抜女子）
鈴木　浩太

（常陸大宮消防Ａ）
タイム 5分55秒 7分30秒 6分53秒
7区

（2.8km）
横山　来夢

（大宮中男子駅伝部）
綿引　陽菜

（大宮二中選抜女子）
梶　　徳

（常陸大宮消防Ｂ）
タイム 9分38秒　 12分19秒 10分47秒

【小学生の部 高学年 区間賞】 （全長7.2㎞）

区間等 
部門 男子 女子

1区
（1.6km）

川野　隆聖
（常陸大宮リトルリーグA）

海老根　花乃
（常陸大宮陸上C）

タイム 6分12秒 6分13秒
2区

（1.4km）
阿久津　将輝

（常陸大宮陸上A）
玉内　琉唯

（常陸大宮陸上C）
タイム 5分44秒 5分49秒
3区

（1.4km）
柴田　瑛人

（常陸大宮ミニバスB）
内田　珠凜

（常陸大宮陸上D）
タイム 5分45秒 6分5秒
4区

（1.4km）
阿久津　飛奈斗
（大宮サッカーA）

大森　心結
（常陸大宮フェアリーズA）

タイム 5分45秒 6分9秒
5区

（1.4km）
宇留野　涼

（大宮サッカーA）
茅根　実愛

（常陸大宮陸上C）
タイム 4分58秒 5分29秒
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山方宿若あゆ駅伝大会  山方宿通りで2年ぶりに開催‼
　昨年12月19日に、山方体育協会（木村則義会長）主催の「第22回山方宿若あゆ駅伝大会」が、この冬一番の寒

さの中、晴天にも恵まれ盛大に開催されました。

結果は以下の通りです。

≪低学年の部≫（小学1年～3年）

優　勝　常陸大宮陸上（赤上奏風、西川聖奈、石川陽大、関�梨己、松浦帆之気、木内日々樹）

準優勝　6卍ボーイズ（小野瀬斗磨、中島靖智、内田康介、菊池桃宕、佐藤豪人、井上芽大）

第三位　山方南小2年（鹿島誠之介、川野辺莉湖、相田風香、杉田岳斗、濱野麗奈、圷�樹毅）

区間賞 1区 2区 3区 4区 5区 6区
女子 戸田　　凛 西川　聖奈 相田　風香 関　　梨己 増子　　愛 戸田　聖逢
男子 赤上　奏風 中島　靖智 石川　陽大 菊池　桃宕 松浦帆之気 三次　璃旺

≪高学年の部≫（小学４年～６年）

優　勝　常陸大宮陸上C（長山虹乃花、茅根実愛、生田目莉海、西村心結、玉内琉唯）

準優勝　常陸大宮陸上D（安藤薫子、阿久津将輝、冨山結愛、賴田佳南、石黒啓仁）

第三位　５－☆！！（海老根花乃、鹿島夕愛、青砥璃空、関�友亮、桜井�陸）

区間賞 1区 2区 3区 4区 5区
女子 海老根花乃 茅根　実愛 冨山　結愛 橋本　純怜 藤田　　陽

男子 須藤　大揮 阿久津将輝 後藤　壮馬 井上　湛太 柏　　銀志

▲声援を受けて山方宿通りを力走する選手たち

▲低学年の部優勝チーム ▲高学年の部優勝チーム
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　介護予防のための教室「あつま～れ～」を感染対策をとりながら大宮地域の第6区（下

町）をはじめ、6地区で実施しました。

　運動、栄養の講義のほか、口腔機能低下予防を加え、全7回コースで行いました。

最終日に行った体力測定結果は、最初に測定したものより、皆さん体力の向上が見ら

れました。

　参加された皆さんからは、「楽しく運動ができた」「運動するよいきっかけになった」「コ

ロナ禍で近所の人と会うことも少なくなってしまったので、集まれて一緒に会話や運

動ができてよかった」などの声が寄せられました。

介護予防教室
あつま～れ～ みんなでフレイル予防!!

▲御前山地域野口平区 ▲御前山地域野田区

▲大場地域

▲美和地域氷之沢区

▲大宮地域第6区（下町） ▲山方地域諸沢二区
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地 域 お こ し 協 力 隊
がゆく

　情報発信担当の谷部です。昨年10月から開始した常
陸大宮市の地域資源を選定する企画「ひたちおおみや
100選」の募集期間が終了しました。応募してくださっ
た皆さん、ありがとうございました。
　募集期間中は、応募によって私自身知らなかった地域
資源のある場所へ実際に足を運んでみたり、ショッピン
グセンターピサーロのギャラリーをお借りし、100選の
候補となる地域資源について、パネル展示を実施したり
と、常陸大宮市について、より一層知る機会となりまし
た。現在、3月から4月にかけての100選発表に向けて、
地域資源を選定しているところです。4月以降は、この
100選を活用して新たな企画を立ち上げる予定ですので、
楽しみにお待ちください。
　その他、令和3年9月から月1回程度ではありますが、
市内の農家さんを対象にインタビュー取材をさせていた
だき、1本の記事として協力隊のブログにて公開してい
ます。

　農家さんが丹精込めて作った野菜やお米など、そのこ
だわりや想いについて、普段はなかなか聞くことができ
ない部分をなるべく多く記事にいれるよう意識して執筆
しています。私の記事を通して、少しでも消費者と農家
さんを繋ぐことができているのであれば嬉しいです。本
年もマイペースではありますが、私らしく活動していき
たいと思いますので、何卒よろしくお願いいたします。

広報常陸大宮・ホームページ
掲載広告募集中!

【広報紙】半枠（45mm×85mm）、全枠（45mm×175mm）
【ホームページ】バナー広告
＊�詳しくはホームページをご覧いただくか、本庁秘書広聴課
（☎52-1111�内線307、312）までお問い合わせください。
　URL�https://www.city.hitachiomiya.lg.jp/

▲�ピサーロギャラリーにて開催した100選
の展示会の様子

献血功労団体に有功章・感謝状授与

〇日本赤十字社金色有功章【活動年数20年以上】
　茨城県立常陸大宮高等学校　（献血団体）

〇日本赤十字社銀色有功章【活動年数15年以上】
　常陸大宮ライオンズクラブ　（献血推進団体）
　常陸大宮市消防本部　　　　（献血団体）

〇日本赤十字社茨城県支部感謝状（銀色枠）【活動年数5年以上】
　茨城県大宮警察署　　　　　（献血団体）
　茨城県森林組合連合会　　　（献血団体）
　常陸大宮市役所　　　　　　（献血団体）

　日本赤十字社より、長年継続的に献血に協力した市内6団体へ有功章と感謝状が授与されました。

▲金色有功章が授与された常陸大宮高等学校
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常陸大宮市ホストタウン交流会　～パラオフェア2022～

　本市のホストタウン交流事業に携わるボランティア「パラオブルーサポーター」が、友好都市である宮城県蔵
王町を訪問し、蔵王町国際交流協会の皆さんと「市民・町民同士でできる交流」をテーマに意見交換・交流会を
行いました。
　意見交換会では、参加者がグループに分かれて各自治体の魅力を紹介し、その魅力を相手住民に知ってもらう
方法を考えました。それぞれの参加者からは、「常陸大宮市の親子を蔵王町に招待して親子スキー教室を実施し
てはどうか」、「常陸大宮市の郷土料理であるけんちん料理を蔵王町の給食に提供して子供たちに味を知ってもら
うことが良いのでは」など、今後の交流につながる活発な意見が交わされました。交流会終了後、蔵王町の参加
者から「この機会がなければ常陸大宮市のことを深く知ることが
できなかった」などの声がありました。
　そのほか、サポーターは、パラオと蔵王町が交流するきっか
けとなった北原尾地区を訪問し、パラオからこの地へ開墾入植
した方から話を聴くなど、蔵王町への理解を深めました。訪問
を終えて、サポーターの長山あや子さんは、「訪問交流を通して、
両市町の魅力を再発見できた。このような交流を子供たちがで
きたら良い友好都市交流になると思う」と感想を述べました。こ
の取組が、友好都市間の今後の様々な分野における住民同士の
交流につながることを期待しています。

　「太平洋の楽園パラオ共和国を知ろう！体感しよう！」をテーマに、「パラオフェア2022」を開催しました。
　今回のイベントでは、パラオブルーサポーターが中心となり、参加者にパラオの「食」「伝統文化」「観光」「環境」
について知ってもらう体験会を実施する予定でしたが、新型コロナウイルス感染拡大の影響により、ホストタウ
ン関連の展示会と会場となった道の駅常陸大宮～かわプラザ～との連携によるコラボレーションフードの提供の
みを行いました。ホストタウン展示会では、本来実施する予定だった体験会を紹介するコーナーを設置したほか、
会場の入り口には、パラオ政府観光局の協力により、パラオの伝統的集会所「バイ」を模したパネルを展示し、
来場者にパラオをPRしました。
　一部内容を変更して実施したパラオフェア2022でしたが、来場者からは「展示を見てパラオに行きたくなりま
した。」「もっとパラオを知りたくなりました。」などの感想がありました。

パラオブルーサポーターの蔵王町訪問による
　　　　　蔵王町国際交流協会との意見交換・交流会 1月8日（土）・9日（日）

1月29日（土）・30日（日）

▲�意見交換の様子

▲�パラオの伝統的集会所「バイ」を模した入り口 ▲�パラオブルーサポーターによる展示コーナー
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66

■問い合わせ■
　文化スポーツ課
　文化・スポーツグループ　☎52-1111（内線344）

 むらで継承された歴史史料

　近世以前に成立した村々の多くは、近代以降

「大
おお

字
あざ

」や「部落」と呼ばれるようになりました。そ

して、この「大字」や「部落」で継承されてきた史

料を、「区有文書」と呼びます。区有文書には、近

世から現代までの多種多様な史料が含まれていま

す。しかし、近世から現代までの長きにわたり、

史料をどのように継承してきたのでしょうか？そ

れを知る手がかりとなるのが、区有文書の中に残

されている「引継目録」です。

　引継目録は、むらの区長が交替する度に作成さ

れます。前の区長から次の区長に、役職と共にむ

らの重要な記録も引き継がれるからです。ここで

は、大正時代から1970年代までの引継について確

認できる、千田地区（旧緒川村）に残された区有文

書の引継目録から、その一端を伺ってみましょう。

　千田地区の引継目録の中で最も古い「那珂郡千

田村御検地水
みず

帳
ちょう

」という史料の作成年代は寛永18

年（1641）となっております。検地といえばご存知

のように、税や土地に関係します。税や土地など

の権利に関わるむらの記録は、特に重要なものと

して残されたのです。

　このような「紙」の記録が大半を占める中、「区

長職印」や「御
ご

用
よう

箪
だん

笥
す

」、「大算
さん

盤
ばん

四個箱入」などの

「物」も引継目録には記されています。「御用箪笥」

というのは、恐らく、むらの文書類が詰め込まれ

た箪
たん

笥
す

のことで、箪笥丸ごと次の区長に引き継が

れてきたのでしょう。また、区長の仕事に必要な

印鑑やそろばんなどの道具も継承されていました。

　さらに、「紙」や「物」だけでなく「記憶」も継承

されたことが引継目録からは伺えます。1970年代

の引継目録には、「その他口述」という項目があり、

その時々に重要なことが口頭で引き継がれていた

ようです。ただし、こうした項目は、何故か1960

年代以前の引継目録にはなく、引継の仕方が時代

とともに変化していったと考えられます。

　常陸大宮市域には、このようにして継承されて

きた区有文書が多数残されています。今後は、区

有文書をひも解くことで、さらに詳細にむらの歴

史を明らかにしていきたいと思います。

長谷川　達朗氏
近現代史部会　協力員

一橋大学大学院
社会学研究科

総合社会科学専攻　
博士後期課程

千田区有文書　引継目録　昭和 17年（1942）
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88
知って得

する

消費者情
報

■問い合わせ■
　茨城県消費生活センター　　　　☎ 029‐225‐6445
　常陸大宮市消費生活センター　　☎ 0295‐52‐2185（直通）（本庁商工観光課内）
　※月・水・金曜日は消費生活相談員が対応します。
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※救急受け入れの人数を
　月別に表しています。
  （休日・時間外を含む ）

常陸大宮済生会病院 救急患者受入状況

R3.1月 2月 11月9月 12月10月7月 8月4月3月

救急車以外
救急車

85

207

93

337

5月

89

285

6月

80

279

77

249

111

204

98

222

119

241

113

367

103

379

102

417

78

186

★下の表の食品を１日の中でとることで、必要な栄養を摂取することができます。
１日のバランス食　基準量（成人）

食品群 重量 食品例

1群
牛乳・乳製品 200g 普通牛乳 コップ１杯

卵 50g Mサイズ1個

2群
魚介類 50g 生鮭1/2切れ
肉類 50g 豚もも肉 薄切り2枚

豆・大豆製品 100g（豆腐で） 豆腐1/4丁

3群

緑黄色野菜 150g 人参 小1/2本　 ほうれん草5～6株
トマト1/2個（50g）

淡色野菜 250g 大根厚切り1切れ　キャベツ1枚　
玉ねぎ1/4個　白菜大1枚

芋類 100g じゃが芋 中1個
果物類 80kcal分 みかん M2個
きのこ類 50g えのき1/2パック

海藻類 50g
高血圧は30g 乾燥ひじき 小さじ１

4群
砂糖類 10～20ｇ 大さじ1～2
油脂類 年齢、体格、活動量によって変わります。

活動量や体重の増減で調整しましょう。穀類

　体格指数（BMI）が25を超えて体重が増加すると、血液の量
も増え、心臓に負担がかかるため、血圧が上がりやすくなります。
　体重の変化を見ながら、自分にとってちょうど良い量の食事
を心がけることが高血圧
予防に大切です。

今回のテーマは「高血圧予防の食事」です。

体に必要な栄養をバランスよく摂ろう！

BMI の計算式は体重（kg）÷身長（ｍ）÷身長（ｍ）

　詳しい食事量を知りたい等個別の栄養相談を受け付けています。ご希望の方は下記までご連絡ください。
総合保健福祉センター「かがやき」内　健康推進課　☎54-7121

お家で毎日体重を
測りましょう！

目標とするBMIの範囲
年齢（歳） 目標とするBMI（kg/㎡）
18～49 18.5～24.9
50～64 20.0～24.9
65～74 21.5～24.9
75以上 21.5～24.9

広報　常陸大宮 令和４年２月号18



【那賀・鹿島神社の歴史】
　那賀地区に鎮座する鹿島神社は、鎌倉時代の延

えん

応
おう

元
（1239）年、この地の豪族である那賀太郎藤原道

みち

資
すけ

が鹿
島大神を崇拝し、那賀城の東方に建立したことが始まり
と伝えられています。南北朝時代に入ると、南朝方の武
士・那珂通

みち

辰
とき

一族の氏神として祭祀されました。鹿島
市の鹿島神宮に主神として祀られている、「武

たけみかづちのみこと

甕槌神」
を祭神としています。
　鹿島神社では20枚の棟札が確認されており、一
番古いものは文明6（1474）年9月8日に奉納されて
います。この棟札には、社殿造営の出資者として
「
みなもとのよしてるのとにゅうどうつねやす

源義照能登入道常泰」と「石
いしかわかずえのすけみつなお

川計主助光尚」の名が記さ
れています。
　本殿には、江戸時代に行われた社殿の大造営によっ
て見事な彫刻が施されました。これは、日光東照宮の
造営に携わった彫師の作であると言い伝えられています。
鹿島神社は、明治15（1882）年に旧那賀村の村社となり、
本殿は昭和56（1981）年3月25日、旧緒川村の時代から
文化財に指定されています。
※詳しい歴史については、神門に掲示がございます。
　是非ご覧になってください！

【大切に保管されていた文化財たち】
　令和3年6月24日、那賀区長さんの立ち会いのもと、
拝殿内の調査を実施しました。拝殿には立派な絵馬な
どが飾られており、寛政4（1792）年の絵馬や扁額など
計10点、嘉永5（1852）年の奉納札など計7点が、常陸
大宮市歴史民俗資料館に寄贈されました。その他に
も、江戸時代に祈願祭を行った際の諸経費が記録され
ている帳簿や、昭和20（1945）年頃の青年会誌など、
1,000点近くの古文書類が確認されています。

【新たな神門の建設】
　このように古くからの資料が数多く残る鹿島神社で
すが、昨年の10月に拝殿を取り壊し、11月には新た
な神門の建築工事が行われました。この歴史に残る大
事業は、地域の方々がこの神社を愛し、後世まで立派
に伝わるようにという熱心な支援の賜です。

　12月4日には神門の竣工祈願祭が行われ、地域の多
くの方々が参加しました。祈願祭が終わった後には、
神社の境内で「弥七太鼓」の演奏が披露され、会場が
大いに盛り上がりました。

　神門新設を記念して、3月1日から新たに御朱印が
取り扱われます。新型コロナウイルス感染症の状況が
落ち着いてきた際には、地域の方々に愛されたこの神
社を是非訪れてみてください！

【謝辞】この度の調査にあたっては、区長の長山豊明様
に大変お世話になりました。厚く御礼申し上げます。

【参考文献】緒川村史編さん委員会『緒川村史』緒川村、
1982年。緒川村文化財保護審議員『神社棟札調査書』
緒川村教育委員会、1989年。常陸大宮市文書館『常陸
大宮の棟札１』常陸大宮市教育委員会、2018年。

那賀の鹿島神社

第140回

▲本殿の見事な彫刻

▲大勢の方々が参加した竣工祈願祭

▲ �

地域の方々のご尽力
により、新たに建て
られた神門

◀拝殿

■問い合わせ■
　文化スポーツ課
　文化・スポーツグループ　☎52-1111（内線344）
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種別の割合

建物火災

車両火災
林野火災

その他火災

種別の割合

急病

その他
火災

転院搬送

交通
事故

水難事故

労働災害

一般負傷

加害
自損行為

運動競技

『常陸大宮市消防本部』

令和３年常陸大宮市の火災・救急・救助の概要
　市内で発生した火災・救急・救助の概要をお知らせします。（速報値）

１．火災発生状況　　　▲はマイナス

区　分 令和 3 年 令和 2 年 増減

火
災
件
数

建物火災 9 件 8 件 1件

車両火災 2 件 1 件 1件

林野火災 4 件 2 件 2件

その他火災 11 件 10 件 1 件

合　計 26 件 21 件 5 件

損害額 9,991 千円 13,946 千円 ▲3,955千円

建物焼損面積 408.75㎡ 528.82㎡ ▲120.07㎡

死　者 0 名 2 名 ▲2 名

負傷者 2 名 1 名 1名

り
災

世　帯 7世帯 8世帯 ▲1 世帯

人　員 15 人 22 人 ▲7 人

　火災件数は全体的に増加していますが、死者・損害額など被災
状況は全体的に減少しています。

２．救急発生状況　　　▲はマイナス

区　分 令和 3年 令和 2年 増減

出場件数 2,004 件 1,895 件 109 件

搬送人員 1,892 人 1,812 人 80 人

火　　災 14 件 10 件 4 件

自然災害 0件 0件 0件

水難事故 4件 6件 ▲2件

交通事故 120 件 99 件 21 件

労働災害 36 件 34 件 2 件

運動競技 2件 1件 1件

一般負傷 277 件 235 件 42 件

加　　害 6件 3件 3件

自損行為 21 件 23 件 ▲2件

急　　病 1,219 件 1,183 件 36 件

転院搬送 304 件 299 件 5 件

医師搬送 0件 0件 0件

その他 1件 2件 ▲1件

　全体的に増加傾向にあり、出場件数は 2 年ぶりに 2,000 件を超

えています。
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▲消防功労者への表彰

▲大井川茨城県知事による祝辞▲鈴木市長による式辞

種別の割合

交通事故

水難事故

建物事故

その他事故

ＦＤＨ 第186回『常陸大宮市消防本部』

３．救助発生状況　　　▲はマイナス

区　分 令和 3 年 令和 2 年 増減

出場件数 27 件 23 件 4 件

火　　災 0 件 0 件 0件

交通事故 10 件 12 件 ▲2件

水難事故 5 件 5 件 0件

自然災害 0 件 0 件 0件

機械事故 0 件 0 件 0件

建物事故 5 件 2 件 3件

ガス酸欠事故 0 件 0 件 0件

爆発事故 0 件 0 件 0件

その他事故 7 件 4 件 3件

　交通事故・水難事故が減少していますが、全体的に増加し
ています。

令和４年常陸大宮市消防出初式が開催されました！
　1月 9日（日）、おおみや消防広場において大井川

和彦茨城県知事ら来賓を迎え、消防関係者約 840 名を

もとに、「令和 4年常陸大宮市消防出初式」が挙行さ

れました。新型コロナウイルス感染症対策を施しての

実施のため、従来より縮小しての式典の開催となりま

した。
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御前山ビオトープ周辺の植物等

再生紙と植物油インクを
使用しています。
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（バラ科　キイチゴ属）
（写真・データ提供　御前山ダム環境センター）

ニガイチゴ

　山地の林縁や荒れ地などに生える落葉低木で
す。茎や枝にはトゲが多く、白いロウ質の粉がつ
いて白く見えます。4～5月ごろ、白い花が咲き
ます。花弁が細いので、キイチゴ属の他の種類と
の区別に役立ちます。果実は6～7月ごろに赤く
熟します。果実の液汁は甘いのですが、中の種子
をつぶすと苦いので、ニガイチゴといいます。

常陸大宮市の人口
（2月1日現在・推定常住者）

総人口　38,455人　世帯数　15,650世帯
（男　19,002人　 女　19,453人）

　栃木県矢板市立豊田小学校から本市に礼状が届きました。

　昨年12月に常陸大宮市民（匿名）の方から、豊田小学校に１通の手紙が届いたという内容でした。

　同年11月ごろ、その方の自宅庭に割れた風船が落ちており、その紐の先に付いていた袋の中にマリーゴー

ルドの種が入っていました。調べてみると、今年の春、統合によって閉校する豊田小学校の記念行事の際

に、児童が飛ばした風船の一つが風に乗って、遠い栃木県から常陸大宮市まで運ばれたものでした。拾っ

た方のお子さんも小学校時代に実際に閉校を体験していることから、豊田小学校の児童や保護者・職員の

方々、そして地域の方に向けた温かいメッセージが書かれていたそうです。

　豊田小学校の碓
うす い

氷校長からは、「豊田小学校の児

童が育てたマリーゴールドの種が、常陸大宮市まで

運ばれ、その種を拾った方から心温まるエールをい

ただき、本当にありがたく思っています」とのお言

葉をいただきました。

　１つの風船によって、ホッと心温まるできごとが

おきました。

▲この中の1つの風船が、常陸大宮市まで飛んできました！

〜風船が運んだすてきな縁〜ほ っ と ニ ュ ー ス
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